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一般会
計

労政費労働費 雇用促進費

説明事業

女性キャリアセンター運営費

戦略項目

担当名:担当名:女性チャレンジ・女性就業相談

11　　　女性がいきいきと輝く社会の構築

020202　女性のチャレンジ支援と男女共同参画の推進

予算額

決定額 17,56117,561

現計額

17,56117,561 17,56117,561

補正後の
予算額

財　　源　　内　　訳

繰入金
一般財源

番号

IT在宅ワーカーの育成事業費

１　事業の概要

・　起業後間もない民間企業からIT在宅ワーカー育成事

　業の企画提案を募集し、採択業者に業務を委託するこ

　とにより、当該企業の支援を図る。

・　委託業務によりIT在宅ワーカーとして就業可能な人

　材を育成し、IT関連企業の成長とそれに伴う地域雇用

　の創出を図る。

２　事業主体及び負担区分

（県10/10)

３　地方財政措置の状況

　なし

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員

　9,500千円×0.1人＝950千円

５　事業説明
（１）事業内容
　　事業主体：起業後10年以内で起業時から本社が県内に所在する民間企業・NPO等
　　実施方法：IT在宅ワーカー育成事業の企画提案を募集し、採択業者に業務を委託

（２）事業計画
　　事業期間：平成25年9月～3月
　　女性IT在宅ワーカー20人を養成

（３）事業効果
　　・事業主体である民間企業・NPO等の育成を図ることができる。
　　・IT在宅ワーカー育成講師を3人養成する。
　　　在宅ワークに係る基礎的情報についてセミナーを実施（女性100名対象）することにより、在宅ワークを
　　　希望する女性の掘り起こしを行う。
　　・在宅ワーカーを目指す女性（20人）のための講座を開催することにより、女性在宅ワーカーを育成する
　　　ことができる。
　　・IT関連人材の増加により、IT関連企業の成長とそれに伴う地域雇用の創出を図ることができる。

（４）県民・民間活力、職員のマンパワー、他団体との連携状況
　　・民間企業・NPO等に業務を委託

（５）その他
　　育成の教材の一つとして、女性キャリアセンターの利用者管理システムを作成する。

(単位：千円)

分野施策


